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１月３０日（木）、市内１０校の中学生が須賀川

市議会場で行われた模擬議会に参加しました。市政

について市長や関係各課に質疑し、疑問に答えてい

ただいたり、提案させていただいたりしました。生

徒会本部役員２名が参加し、須賀川市の「地域おこ

し協力隊の成果と課題、市のよさの発信と地域興

し」について質問させていただきました。ふるさと須賀川の現在や未来に関心を

深めるため、そして、これからの仁井田中学校の生徒会のためにこの経験を生か

して欲しいと思います。その後、須賀川地方ユネスコ協会に募金を届けました。

校内授業研究会が、１月２１日（火）に行われました。２年生の社

会科の授業で、「東北地方の伝統行事、特に「祭り」について、なぜ

行っているか」を課題に設定した授業でした。教科書に記載されてい

る「秋田竿燈まつり」や「福島わらじ祭り」の２つの由来を考えること

で、祭りには昔の生活や文化が結びついていることと、人々の願いが込

められていることについて、東北5県の資料を提示したり、意見交流が

できるように段階を追った発問をしたりしました。今後は資料の適切な

提供や発問の意図をより明確にし、思考が深まる授業を目指します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１月２８日（火）に新入生保護者説明会を行いました。

学校の経営方針や生活・学習についてご理解をいただく場として開催しました。冒頭では地区

の主任児童委員の方のごあいさつもいただき、地域全体で子どもを育てていく仁井田地域ならで

はの教育力を心強く感じたところです。会では、近年深刻な問題になっている「いじめ」「ＳＮ

Ｓトラブル」「虐待」についても、学校は、「①速やかな事実確認と保護者への報告」、「②早

期解決を目指した対応」、「③深刻なケースは関係機関と連携していくこと」、「④虐待につい

ては法令に則り、『虐待のおそれ』があったら児童相談所等への通告義務があること」を校長か

らお話しさせていただきました。大切な生徒がたくさん集まる

場ですが、トラブルがないことはありません。学校は教育機関

ですので、トラブルが起きた時に、生徒や大人が振り返り、再

発しないために、これからの生活にどう生かしていくのか、冷

静に判断・行動していくことこそが大切と考えています。

※仁井田中学校ホームページもこまめに更新されています。ぜひご覧ください！
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